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　早稲田大学創立 125 周年を記念して、図書館では、
4 月の「田中光顕展」にひきつづいて、10 月に「角田
柳作展」を実施するとともに、会期中、角田柳作にち
なむ国際シンポジウムを開催した。
　アメリカのコロンビア大学に「日本図書館」をつく
り、多くの日本研究者を育成して、「日本学の父」と
呼ばれた角田柳作（1877 〜 1964）を顕彰するこの企
画は、2006 年に実施を決定したものであるが、共催
であるコロンビア大学図書館と連絡をとりながら、鹿
野政直早稲田大学名誉教授、内海孝東京外国語大学教
授、和田敦彦教育・総合科学学術院准教授、郷土史家
角田修氏など、角田柳作とその周辺の研究をしておら
れる方々のご協力をいただいて、2007 年度初めから
具体的・詳細な企画の詰めの作業に入った。
　展覧会の正式タイトルは、「角田柳作展――日米の
架け橋となった“Sensei”」とした。サブタイトルで
“Sensei”としたのはいうまでもなく、「コロンビア大
学でセンセイと言ったら角田柳作先生のことに定まっ
ている。」というドナルド・キーン教授の言葉をふま
えたものである。
　2007 年 7 月末、加藤館長、宗像副館長、内海教授、
松下、中元の 5 名が再びニューヨークに出張し、コ
ロンビア大学側と最終打ち合わせを行い、借用資料を
確認した。このとき、事情により来日できないことと
なったウィリアム・T・ド・バリー名誉教授、元コロ
ンビア大学図書館司書甲斐美和さんのお二人にインタ
ビューを行い、メッセージを収録した。ビデオ撮影・
録画はコロンビア大学のスタッフに依頼し、送られて
きたものを早稲田で編集した。
　ニール・コロンビア大学図書館長との会見では、加
藤館長より、早
稲田でおこなう
展覧会をニュー
ヨークでも行っ
てはどうかと提
案し、コロンビ
ア側も実現の方
向で検討したい
との意向を示し
た。総じて、コ
ロンビア大学側
の全面的協力に
より、作業はき
わめてスムーズ
に運んだ。
　この滞在期間
中に、やはり東
京専門学校出身
である朝河貫一が在籍していたコネチカット州ニュー
ヘヴンのイェール大学図書館も訪問した。角田にやや
先んじて日本研究のための図書を収集していた図書館
で、そのコレクションは大切に受け継がれていた。
　帰国後すぐに、コロンビア大学からの借用資料が無
事到着し、また群馬県立文書館から角田修氏寄託資料
を借用して、展示資料が集まった。
　展覧会は、角田柳作という人物を知らしめるため、
時系列を追って彼の生涯をたどる構成とした。これを
みると、角田の生涯はまさに旅人である。
　1877-1893　群馬
　1893-1896　早稲田
　1896-1903　東京 ~ 京都
　1903-1909　福島 ~ 仙台
　1909-1917　ハワイ
　1917-1931　デンバー、ニューヨーク
　1931-1964　ニューヨーク、コロンビア大学
　[ 終章 ] 柳作の教育活動と後継者たち
　
　展覧会パンフレットは上記各章の出陳資料を掲載し
たカタログと、白井総長、ニール・コロンビア大学副
学長、ドナルド・キーン・コロンビア大学名誉教授ほ
かの方々の、この展覧会に寄せる文章で構成し、英訳
を付した。巻末には、内海教授による角田柳作年譜と
著作リストを収録した。A4 判 24 ページのこのパン
フレットは 3,000 部を印刷したが、会期途中で足りな
くなり 1,000 部増刷することになった。
　甲斐美和さんの長年のご労苦によって早稲田大学図
書館に設置されることとなった「角田柳作記念文庫」
は整理を終え、記念展覧会の開催にあわせて公開され
るとともに、冊子目録を刊行した。会期中、総合学術
情報センター 2 階展示室において、同記念文庫開設記
念の小展示を開催した。
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　10 月 20 日、星野冨士子さん、角田修さんらをお迎
えして、大隈記念タワー 10 階 125 記念室において、「角
田柳作展」のオープニング・セレモニーを行った。角
田柳作の子供たちのうちただ一人の生存者である星野
さんは、高齢にもかかわらず矍鑠たる足取りで展示を
熱心に見てまわられ、われわれに労いと感謝の言葉を
述べられた。柳作が死去してからすでに 43 年、キー
ン氏が「この人のことを知ってほしい」と書いてから
45 年の歳月を経て、ようやく角田柳作の業績の全貌
をあらわす展覧会が実現したのである。
　開催初日と、翌日の 125 周年記念式典当日も、展
覧会場は予想外の賑わいであった。いくつかの新聞か
ら取材もあり、好調なすべり出しであった。
　展覧会開催に引続いて 10 月 30 日、午前 10 時より、
早稲田大学国際会議場井深大記念ホールにおいて、角
田柳作展を記念する国際シンポジウム「角田柳作―
―日米の架け橋となった”Sensei”」がおこなわれた。
　総合司会を宗像副館長がつとめ、加藤館長の開会挨
拶のあと、基調講演として、内海孝教授が「角田柳作
の人と生涯」、和田敦彦准教授が「アメリカにおける
日本学の形成と角田柳作」、ドナルド・キーン教授が「角
田先生と私」と題して講演をおこなった。
　一時間の昼食休憩の後、「コロンビア大学における
アジア学の展開と角田柳作」（ウィリアム・T・ド・
バリー・コロンビア大学名誉教授）、「角田先生の思い
出」（甲斐美和・元コロンビア大学東アジア図書館司書）
の 2 本のビデオメッセージを上映した。
　午後は、「角田柳作が語りかけるもの」と題し、5
名のパネリストによるパネルディスカッションが行わ
れた。登壇者は、ドナルド・キーン、エミー・ハイン
リック、和田敦彦、角田修の各氏。コーディネーター
は内海孝氏がつとめた。
　講演、ビデオメッセージ、パネルディスカッション
のすべてに同時通訳をつけた。会場には約 250 名ほ
どの聴衆が集まり、熱心に聞き入った。パネルディス
カッションの後半では、角田柳作の戦争に対する態度
をめぐり、壇上のパネリストとフロアーの参加者が熱
のこもったやりとりをするといった場面もみられた。
総じて、角田柳作という存在を知らしめ、国際化とい
うことについて考えるというわれわれの意図した目的
は、ある程度達成されたのではないかと思われる。
　この展覧会およびシンポジウムはいくつかのメディ
アに報道されたが、当初 11 月 30 日までの予定であっ
た「角田柳作展」は、好評により会期を 20 日間延長し、
2007 年 12 月 20 日まで開催された。会期中、外部か
らのさまざまな反響が早稲田大学図書館に寄せられた
が、いずれもたいへん好意的なものであった。やはり
角田柳作の生涯は驚嘆すべきものであり、それは、さ
まざまな人々の心をうつ力を持っているのである。わ
れわれの企画が角田柳作再評価のきっかけとなるなら
幸いである。
　全会期を通して 125 記念室には総計 2,485 名の入場
者があった。この展覧会の概要は、電子展示として、
早稲田大学図書館のホームページで公開されている。
（ U R L :  h t t p : / / w w w . w u l . w a s e d a . a c . j p /
tsunoda_web/）
　またシンポジウムの記録も公開されている。　
なお、2008 年 6 月から 8 月にかけて、ほぼ同じ内容
の展覧会を、ニューヨーク、コロンビア大学バトラー
図書館（中央図書館）において行う予定である。
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